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教養部長就任にあたって
今度ふ た たび 1 0年ぶりに教養部長に選任されまし た
が，「教養部」という富山大学々生 の約半数 の学生をあ
ずかる重要な部署を充実発展させる責務をになう為に
は，教養部は申すに及ばず，全学 の御協力と御加護を
念願い たすも のであります。
私は日本 の転換期 の大変動 の節目を歩んでき たよう
な人間で，京都ー中に入学 の時から中学生は全部カー
キ色 の軍服まがい の制服に変わる年でし た口 金沢 の四
高時代は断髪令が強制されて，学校教練 の強化される
ころであり，京大は徴兵延期が短縮されて二年半 の大
学生活で九月卒 業となり，十月には直ちにー兵卒とし
て 金沢 師 団絡重（しちょう）隊ヘ入隊することになり，
卒論は遺言状を執筆するような緊迫し た状勢 の中で書
き上げ た思い 出があります。終戦は九十九里 の日本防
衛 の最終ラインである疎兵 団の車種重兵中尉で，終戦 の
詔勅を椎柴送 信所で聞き，上官 の田中静壱方面軍司令
官 の割腹自決を無 電のレシーパーで受 信し た時 の記憶
が 残ります。
富山大学では， その創設主体となっ た富山高校 の最
終時 の教官として採用され，まもなく新制大学 の創立
があって，文理学部に併任され，経済学部新設 の教授
会にも 出席してい た思い 出があります。大学創立当時
の複雑な事務と ガリパン切り の 手伝いを夜お そくまで
やっ た こともあります。図書館が大切であるという の
で，文理学部 の図書館長をやってい た ので， 東京で大
学図書館 のIFELに特訓をうける ために 出席して，新
制大学には充実し た図書館を持 たないと大学として
の資格がない，と懇々と教育され，司書教育を受 講し
てきまし た。教養部 の新設 のとき，文理学部から の移
教養部長 梅 原 コ主二与主隆
籍を必ずしも喜ばない教官も 多いようでし た ので，私
は求めて新設 の教養部に移る ことを申し 出て，十余名
の教養部教官 の中に加わりまし た。今年四月に英語 の
小森先生が定年退官され たとき，富山高校以来引きつ
づいて富山大学にいる者が少なくなっ たことが話題に
なり，数年後に私が定年退官する頃には， こ の転換期
を体験し たも のが全員，五福キャンパ スから消え去っ
てゆく ことになる ことを再認識し た ことです。
教養部になってから の大事件は， いわゆる大学紛争
の激化でし た。 そして， そ の最中に学生部長に選任さ
れ， 嵐 の真只中に立 たされ，横田学長は御病 気で静養
しておられ た時期でし たから，もめごとは万事学生部
にもち こまれ， 評議会は学内では開けず，学生部長室
は学生 の占拠封鎖， 各学部教室も学生がバリ ケード封
鎖をしていて，大衆 団交には矢面に引き 出され， そ の
聞に入学試験やら何かと割込んできて，今から考える
とよくも弱い体力でもち こ たえることができ たなあと，
自分ながら驚くほ どです。 そ のあと， 引きつづいて教
養部長に選任されまして，紛争 の沈静と教養部 の授 業
充実とに微力をつくしまし た。 それで，自分 の足迩を
ふり返ってみると転換期 の切れ目を体験しながら，先
輩 同僚に教示されて生かされてき た のだと，有難く感
詩fしています。
全国大学 の一般教育課程 のあり方，教養部 の充実と
将来計画，高校カリキュラム の大変革に基づく対応な
ど，今ま た，時代 の転換期に入っ たと思います。 国立
大学教養部長会議に 出席して，教養部 の 将来が真剣に
検討されている ことを「見聞知」してきまし たD
教養部は富山大学を母校とする人々 の大学色という
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か， すぐれ た性格を形成する場であります。 どうぞ全 ますように心から希念い たします。
学あげて「教養部」に好意と協力とをよせてい ただけ
新 任 教 官
0浅井 亨 教 授（人文学部） 55.4.1 
昭45. 3 北海 道大学大学院文学研究手判多士課程
修了
担当：言語学
0都竹通年雄 教 授（人文学部） 55.4 .1 
昭49. 3 東京都立大学大学院人文科学研究科修
士課程修了
担当：国語学
0鈴木 敏昭 助教授（人文学部） 55.4 .1 
昭53. 3 東京大学大学院人文科学研究科博士課
程単位 取得退学
担当：言語学
o山口 幸祐 講 師（人文学部） 55 .4 .1 
昭55. 3 東京都立大学大学院人文科学研究科博
士課程単位 取得退学
担当：国文学
0神前 進一 助 手（人文学部） 55.4 .1 
昭55. 3 大阪市立大学大学院文学研究科後期博
士課程退学
担当：人文地理学
0草薙 太郎 助 手（人文学部） 55.4.1 
昭55. 3 東京大学大学院人文科学研究科修士課
程修了
担当：英文学
0角森 正雄 助 手（経済学部） 55.4.1 
昭55. 3 大阪大学大学院法学研究手判多了
担当：倒 産関係法
0杉田 吉充 教 授（理学部） 55.4.1 
昭28. 3 東北大学大学院理学研究科（旧制）退
学
担当：結晶物理学
0 関口 健 助教授（理学部） 55.4 .1 
昭47. 12 東北大学大学院理学研究科博士課程退
学
担当：数理統計学
0釘馬 勝年 助教授（理学部） 55.4 .1 
昭44. 3 北海 道大学大学院理学研究科修士課程
修了
担当：雪氷学
0中川 邦明 助 手（理学部） 55.4 .1 
昭55. 3 東京大学大学院理学系研究科博士課程
修了
担当： 電波物理学
0酒井 英男 助 手（理学部） 55.4.1 
昭55. 3 大阪大学大学院基礎工学 研究科後期博
士課程修了
担当：地殻構 造学
0梅村智恵子 助教授（教養部） 55.4 .1 
昭47. 3 京都大学大学院文学研究科修士課程修
了
担当：心理学
0鈴木 孝志 講 師（教養部） 55.4 .1 
昭53. 3 大阪教育大学大学院教育学研究手判多士
課程修了
担当：英語
0 漬口 惰 講 師（教養部） 55.5.16 
昭49. 3 広島大学大学院文学研究手羽多士課程修
了
担当：英語
0駒城 鎮一 助教授（教養部） 55.6.1 
昭36. 3 同志社大学大学院法学研究手羽多士課程
修了
担当：法学
0渡辺 園昭 教 授（トリチウム科学センター）
55.5.1 
昭43. 3北海 道大学大学院工学研究科修士課程
修了
担当：トリチウム の反応性 の研究
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サケのトランスフォーメィション
古事記 の「蝦夷 の住む越 の国」 にほど近い富山ヘ，
「ヒク、、マ の住も、蝦夷ヶ島」から「えみし語」lこ 関心を
持ち， かつ長 年「アイヌ語」を学んで、きた者が移り，
富山港で北洋船団を眺めた のも何か の縁でしょう。も
っとも神通川 の上流で生まれ， 育った私にとっては鮭
が故郷 の 水を求めて回遊 の果てに古き母なる川に そ上
したようなも のと思っています。
比較言語学から記述言語学 の全盛時代を経て， 言語
学は今や， 理論中心から実験 の科学へ， 野外 の学聞か
ら応用自然科学 の部門へとアメーパ のように 手足を伸
ばした怪物となり， 理学部や医学部さらに工学部に言
語学が置かれでも不思議でなくなりました。富大人文
ごあいさつ
私は国語学をしております。 これからも， そ の研究
の続きおよび仕上げに努力いたします。
私は， 東 アジア ・内陸アジアなど の言語資 料をわず
かず、つ集めつつあります ので，「何々方言ないし何々語
の例がほしいD」というようなご用 のときは， ごえんり
ょなくどうぞ。
さて， 環境破壊によって 21世紀には人類は危ないと
言われる今日， それに対するわれわれ の学問 の力 の無
さを感じます。 それにつけても，「人間とは何か？」が
まだよくわかっていませんoあらゆる分野 の科学が そ
れぞれ の分野で「人間とは何か？」をさぐる ことが，
さし迫って必要と考えます。 こういう ことで， 学際 的
富山 に 来 て
3月 の半 ば、 初めて富山にやって来た時 の ことです
が、 信越線 の長野と妙高高原 のあいだに小さな 20 メー
トルほど のトンネルがありまして、 そ こを境にして雨
が雪になり、 積雪 の量はぐんぐん増えはじめ、 車外風
景 の変貌 の激しさに日を奪われました。 愛知で生まれ
育った私には一面 の雪景色なるも のが大変に珍しく、
列車が海岸線に出た時には雪もやみ、 地面 の雪も殆ど
人文学部教授 浅 井 亨
学部新設 の言語学コー スも 博言学 の因習を打ち破り，
語学・文学科でなく， 哲学や歴史学， 考古学， 人文地
理学， 文化人類学などといっしょになっています。 そ
こに当大学 のユニークさとフィールドワーク の言語学
が期待されている ことを感じ， 中国語中国文学と並ん
で朝鮮語朝鮮文学 のコー スが存在する ことと合わせて
大いに胸をふくらませています。
富大では一般言語学を予定していますが， 故郷 の川
に そ上したからには新しい卵も 産んで言語障害者 の情
報交換に少しでもお 手伝い のできる専門家を育てたい
と考えておりますロ すべてが第一歩からです ので， 厳
しく， 暖かいご支援をお願いいたしますD
人文学部教授 都 竹 通年雄
研究が興る ことを望みます。たとえ ば， 植物に対して
無 関心 の人がふえると環境破壊が 進むと考えられます
ので，「植物と人間， とくに， 植物に無 関心な人間」と
いう題で学際 的研究が興る ことを望みます。植物に無
関心な人 の遺伝 ・生い立ち・思想、 ・文芸作 品（例， 三
島由紀夫 の）， そういう人が 関心持つ動植物 の種類・範
囲などについて学際研究がされる ことを望みます。ま
た， 自然に対して無 関心な人を， どうすれ ば自然に対
して 関心を向けさせられるかについても学際研究がな
される ことを望みます白
（人文学部3階 312号室。 電話内線 30 1番）
人文学部 助教授 鈴 木 敏 昭
残つてなかった のですが、 何となく 別 の世界にでも踏
み込んだか のような 印象を受けました。
そうした 印象が強かったせいか、 富山駅に降りてふ
と売店 の方に目をやった時、 そ こに見慣れた名古屋 の
スポーツ新聞が並べられていた のには、 もう一度ひeっ
くりさせられましたo距離 の上では、 富山も 東京も そ
んなに違いはないはずな のですが、 何だか半分、 故郷
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にJ帰ってきたような気がし たも のです白
現在， 富山 の生活にも大分慣れ， 研究室の体裁も少
しずつ整ってきまし たo 言語学コースは新設であり、
前途には色んな出来事が待っている ことでしょうが、
先輩諸兄姉 の励ましを仰ぎながら、 そ の発展に尽した
いと厚真っております。
偶感－私自身のための断章一
富山という 初めて の土地に住み， そ の風土や文化に
ついて雑然とした感想はあるも の の， 今はまだ それに
想いを巡らす余裕はほとん どない。 今後 の生活 の中心
が大学 の研究室になる ことにむしろ深い感慨を覚える。
そして今， そ の感慨は森鴎外『花子』に描かれた一場
面を努第とさせる。
フラン ス留学中 の久保田某という学生は， オオギユ
スト・ロダンと日本女性花子と の通訳をする ために，
ロダン の処に 初めて訪れた。短かい挨拶を交した後，
ロダンは聞く のであるD
一一「Avez-vous bien travaille？」 学生ははっと
思っ た。 ロダンといふ人が口癖に云ふ詞だと， 兼て
噂に聞いてゐた， そ の簡単な詞が今自分に対して発
せられたのである。「Oui, beaucoup, Monsieur ！」と
ト
富山 に来て
30年間住み慣れた大阪をあとに， 富山へ赴任しでは
や3ヶ月が過ぎようとしている。 今になってふり返る
と， 富山と の縁は少なからずあったように思われる。
私が 12年間学んだ大阪市立大学地理学教室はフィール
ドワーク の学風をもつが， それは戦後間もない頃に砺
波・五箇山や大和平野で の地域調査によって築きあげ
られたも のであっ たo 諸先生や先輩から， 米を持参し
て の砺波調査 の苦労話を聞き， 30年前 の色あせたフィ
ールドカードから砺波 のイメージをかきたてられもし
た。 私 の専攻する人文地理学とりわけ集落地理学は，
砺波平野 の散居村を舞台に日本では発展し たと言って
も過言ではない。 私も過去に3度， 砺波・五箇山を訪
緊 張
人文学部 講師 山 口 幸 祐
答へると 同時に， 久保田は これから生涯勉強しよう
と， 神明に誓ったやうな心持がし た のである。一一
お そらく偉大な仕事をする人間 の発する言葉という
も のは， それにふさわしい重味と響きを伝えるも のな
のであろう。私自身， 地方 の大学を 出て東京 の大学院
に学びはじめ た時， そ のような雰囲 気の中に居 たよう
な記憶がある。 私は一人 の久保田某であっ た。 そして
事情は今も変わりはなPoしかし今 の私には「Mons-
ieur」と答える相 手はいなし」理在 の私 の研究室は，
主 の居ない空白 の風景を呈している。 だから， もう一
人 の私が現実の私に常に語りかける のである。「Avez-
vous bi en travai lie？」私は「Oui, beaucoup ！」と答
え続けていかなけれ ばならない， 観潮楼主人鴎外が こ
の言葉を終生好んだひ そみにならって， と考えているD
人文学部 助 手 神 前 進
れる機会をもっ たが， こ の たび村落研究 のフィールド
としては願つでもない富山へ の赴任が決まり， 実地調
査へ の抱負に胸をときめかせている。地方 の時代と言
われる現在， 大都会を脱出して人口30万人 の地方都市
の良さを発見し， 住みやすさを実感する毎日である口
車で1時間もあれ ば県下 の大部分 の地域へ往き来 ので
きる ことは， フィールドワーカーとしてはありカfたい
が， 春 のフェーンな ど富山 の天 気には面くらう ことが
多かっ た。 暑苦しい夏と雪国 の冬を体験しない ことに
は富山を理解できないと言われる。 大阪弁を貫き通す
でもなく， 富山弁を解するでもない私ではあるが，「旅
の人」なり の視点で富山を見ていきたいと思う。
人文学部 助手 草 薙 太 郎
東京で の緊張し た生活と， 郷里四国 の高松で の のん げ， さて富山に来てみで， 始まった ばかり の こ の土地
びりし た生活 の交替という十年続い た習慣に 別れを告 で の生活を どう形容すれ ばいい のだろうか。
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富山と高松とは街 の大きさは大して変わらない。け
れど驚く ことは 多Po 高松では死に たえてしまっ た映
画館がちゃんと生 残っていて話題 の映画をやっている。
ポルノはむしろ目だ たない。 肉を買うと本物 のうすい
板につつんでくれる ことがある。四月 の花 のさかりに，
アパート の近く の小学校 の そ ばを通ると， 建物が横板
を斜めにし たいかにも校舎らしいも ので， 昼休どき の
カッコーワルツが流れ， 運動場 のすみには真新しいす
もう場がしつらえてあっ た。
かつて自分が小学生だっ た昭和三十年代にもどる思
いがし た。
それから二十数年， 物質文化 の地方へ の浸透 の代償
として， 本当 の文化をひからびさせてしまっ た高松に
くらべて， 富山がいかに大切なも のを失わずにいるか
をまざまざと見せつけられるようだっ た。
それゆえに こ そ富山における大学 の充実ぷり， こと
に人文学部 の存在もうなずけるように思われるD
これは外交辞令でも皮肉でもなしミ。大らかな時間 の
流れるよい空 気がはぐくんだ真 の文化， あるいは文化
となるべきも のに対して， 常に緊張してい たいと思う。
豊かな環境の富山に来て
経済学部 助手 角 森 正 雄
こ の 春， 家庭教 師と奨学 金による「健康で文化 的な
最低限度」 の大学院生活から開放されて， 心置きなく
欲しい本が買え， 時間も十分という現在 の私にとって，
富山 の 印象が悪かろうはずがありません。 そ のうえ，
広大な平野と眼前に そびえる立山 連峰は， 広島 の狭い
土地に， 互いに顔をつき合わせながら生まれ育っ た者
には， 限りない可能性と自由 の地 の象徴 のように思え
ます。
私 の専攻する民事訴訟法では， こ こ数年来， 環境訴
訟に 関する研究が， 学界 のひとつ のブームとなってい
ます。 こ の富山は， 五大公害裁判 の中で最 初に原告勝
訴判決が下され た， 「富山イタイイタイ病裁判」 の地で
すし， ま た， 都会と異なって， まだ守られるべき貴重
な「環境」を 多く有しているようです口 そ のような富
山 の大学で， 美しい立山を研究室 の窓から眺めながら，
環境保護 の ため の訴訟法を考える ことができる私は 幸
せですし， ま た少しでもお役に立て ばと思い努力する
次第です。よろしくお願いします。
新任の挨拶
理学部教授 杉 亡とにヨ 充
田
こ の たび縁あって全く 初めて の土地富山で， 職 業と
して 初めて の教職につく ことになりまし たo赴任以来
ほご3ヶ月を経過しまし たが， まだ板につかず暗中模
索といっ た状態ではないかと思っております。
技術革新 の最も激しいエレクトロニク ス 産業の研究
開発 の渦中に長い間身を置いで私なりに学んだ ことは，
逆説的ではありますが， 執着という ことでし た。日常
余りにも表面 的な事象に追われ， 現象 の深奥に横 たわ
る真実を見失ないがちになっている ことに対する反省
の意味も含まれております。住み慣れ た土地と慣れ親
しんだ職場にも 愛着が生じる のは自然な感情ですD し
かししらずしらず の裡に自分 の作っ た殻 の中に閉じ こ
もりがちになってしまう のが人間 の弱点でもあります。
執着は常に力であるが， 執着は終に死であります。
新しい実験室 の整備に， それから研究室全体をもり
あげ， 仕事 の面で新しい方向が展開するよう努め たい
と考えておりますロ そしてま たふりかえってみて， 富
山 の地が離れ難い 愛着を感じるようになる ことを願っ
ております口
新任の挨拶
理学部 助教授 関 口 健
住み慣れ た土地をはなれる ことは， 淋しいも のであ ろす仙台 の街並がとても身近に感じられ， 広瀬川は感
る。富山大学へ の転勤が決まっ た時， 青葉山からみお 傷を誘っ たも のです。過ぎ去っ た仙台 の十数年を思い
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返せ ば， 私 の入学 の頃， 東北大学は移転問題に揺れ動
いていまし た。数学 の研究を志し， 大学院に 進んだ こ
ろは， 混乱 の中にも夢があっ た70年安保 の最中でし た口
良き 師と仲間に恵まれ た こともあって， 曲りなりにも
研究を続ける ことが出来， 大学に職を得 た ことは全く
幸運で、し た。昨年 の3月に数学教室 の移転も完了し，
それが 東北大学 の移転計画 の終わりでもありまし た口
雪と氷の研究
雪氷学 講座はわが国における最 初 の 講座であり， そ
れが雪氷 関係 の研究部門をもっ北大・名古屋大・新潟
大等に先がけて こ こ富山大に設置され た ことは大変意
義あるも のと思います。 これも中川教授， 川田 助 手 の
雪氷とくにナダレに対する永年 の研究実績と物理学科
並びに先輩諸兄 のご努力 の たまも のと感謝い たします口
そ の上， 新しい低温実験室までご用意い ただき， こ の
上は当 講座 の ためできる限り の努力をい たす所存でお
ります。
雪氷学はあらゆる形態 の雪と氷を扱う学問と定義さ
そうし た時 の流れ の中にあって， 私 の研究は， ともす
れ ばマンネリズムに落ち込みがち の昨今でし た。
そうし た時， 今度 の富山大学へ の転任は， 私にとっ
て， 新鮮さを与えてくれるに違いありません。今呉羽
丘陵に立って立山 連峰を迎ぎ見， あるいは富山湾越し
に能登半島を望みながら思います。 初心に帰って， 研
究， 教育にとりくもうと。
理学部 助教授 封 馬 勝 年
冷却現象， 相転移という末開部 の多い学問とも密接な
関係があります。 手法もX線， 電子顕微鏡， アイソト
ープなどを使っ たミクロな物性から氷河， 氷冠， 衛星
を使っ たリモートセンシング， 宇宙 の巨視 的なも のま
で 広範囲にわ たっております。 そ の研究者も理学， 工
学， 農学， 医学などにま たがり， 雪氷学は雪と氷に 関
する学際 的な分野 の学問と 言われています口
しかし， 一研究者にできる のは そ のうち の極めて小
部分にすぎません。小生は， 雪と氷 の力学 的性質， 雪
の変態， ナダレ， 雪 の効果 的利用などを主なテーマと
れています。例え ば， 河川 の氷， 湖 の氷， 海 の氷， 上 してとり上げてゆき たいと考えています。 スキー ・ ス
空 の氷（雪），平地や山岳に 積っ た雪， 南極やグリーン ケート ・ スキーワック ス の摩擦機構は こ こ数年 取り上
ランド のような大氷冠， 山岳 の氷河， 地中 の氷（凍土）， げてき た課題ですし， 雪 の 利用 の一環として目下， 熱
植物・生体 の凍結， 人工 の氷， さらに地球外 の惑星 の 電発 電に 取り組んでいます。 将来， 効果 的な雪 利用が
氷など の物理 ・化学 的性質， 生理 ・医学 的性質が研究 実現すれ ば雪氷 産業 の誕生が期待されます口
の対象となります。雪と氷 の研究はま た高温現象， 過
御挨拶 と抱負
富山に赴任してきてから， はや3ヵ月が過ぎようと
しています。社会人として の 初めて の， しかも全く新
しい土地で の生活にどうやら慣れる ことができ た のも
皆様 のお力添え の台蔭と感謝しています。ま た小生 の
大学院時代 のテーマと密接に 関係していながら未経験
の分野であっ たマイクロ波分光を研究テーマとする こ
とができて幸運に思っております。学生時代は， いつ
も時間に追われがちであっ たと反省している一方， 今
後はじっくり腰を据えて実験し たり考え たりできると
期待しています。
十何年ぶりかで余裕 のでき た心で身 の回りを見廻す
と， 例え ば道端 の雑草に足を止めでは摘み帰り名前を
理学部助手中 川 邦 明
調べ たり， 何故 こんな所に 製鉄会社がある のだろうと
考え たり， そんな子供っぽい好奇心がいろいろと湧き
かえってくる のを感じます。 そういう「雑念」 が事あ
るごとに湧いてくる ので， なかなか「腰を据える」 こ
とも ままならない のですが， 両者を適当なバラン スに
保つ のが小生 の今後 の課題だと思っていますD ただ学
生時代と違って周囲に 同年代で自由に物 の 言いあえる
人が少ない ので， ともすれ ば独りよがりに陥るのでは
ないかと心配しています。 そんな時， 諸先生方 の御教
導を期待しております。
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新 任 の 弁
理学部助手 酒 井 英 男
大阪での9年間の 学生生活 を 終 え ， 4月 か ら 地元の
富山大学で勤め さ せ て も ら っ て い ま す 。 蜜気楼で名の
知れ た 魚津で生 ま れ育 っ た私で す の で大学構内で聞 く
富山の方言 に 心 に安 ら ぎ す ら 覚 え ま す 。
私の専攻は， 岩石や考古学試料 を 用 い て ， 過去 に お
け る 地球磁場の変動 を 調べ る と い う 分野なの で， 野外
へ出 て 試半ヰ採集 を す る ことが必須の仕事です 。 そ う し
た 研究の対象と し て 眺め る 様 に な っ た為で し ょ う か，
研究室か ら 見 え る 立山連峰等， 生 ま れなが ら 見慣れて
い る はずの富山の自然なの に何か し ら 新鮮な印象 を受
け て お り ま す 。
富 山 は， 魚介類 に 恵 ま れ て い ま す 。 学生時代， 酒の
っ き 出 し 等 にホタルイカが出 る と， 富山 の豊富な海の
幸 を 思 い 出 し た も の で す 。 一方， 地球科学 に 携わ る 者
に と っ て 山 に あ る 岩石類 は， 研究試料と し て 山の幸で
あ る と思え ま す 。 これからは， 海の幸と共 に富山の豊
富な山の幸 を 満喫 し た いと考え て お り ま す 。
心理学者の心理知らず
教養部助教授 梅 村 智恵子
山歩 き の好 き な私 に は富山はなつか し い 土地で あ る 。
何回， 途中下車 し た ことで あ ろ う か。 し か し ， 夏場 の
過客の一人で あ って みれば， 冬の き び し さ は も ちろん，
ま り 期待 を 持た ぬ方 が よ い 。
私はとい え ば， 齢 を 重ね る ごとに惑わぬどころか，
日 々， これ迷妄の 度 を 加 え ， 人間の弱 さ ， 強 さ ， や さ
富山での本当の 生活は知 ら な い 。 し さ やこわ さ をかい ま 見 る た び に， 人間の ふところの
目下， 一般教養とい う 名目で心理学 を 担当 し て い る 。 深 さ を 感じ， 鈍 な 私は， ま す ま す人聞がわか ら な く な
教養の単位 を多 く 取 っ た か ら とい っ て 教養の あ る 人と
言わ な い のと同様 に ， 心理学 を習っ た か ら とい っ て ，
人の心のか ら く り はわか り は し な い 。 「心理学者の心理
知 ら ず、」とは よ く 言 っ た も の で， 感受性豊か な 小説家
や苦労人（？）の話の方がどれほど人心の 機微 を言い得て
妙で あ る かわか ら なしミ。 そ う い う 意味では心理学 に あ
っ て し ま う 。 そ し て， だか ら こ そ ， 面白い の だ なあと
思 っ て し ま う 。 この馬鹿 さ 加減 が案外， 私の原動力 に
な っ て い る のかも し れなし凡人間学と し て の心理学 に
は限界は あ る と思 いつ つ も ， 今は言葉の意味につ い て
暗中模索 し て い る ところで あ る 口
富山に 来て
教養部講師 鈴 木 孝
士 ム山
大風が吹 き 立山連峰が準え る富山は， 自然の 中 にこ
そ 人聞は存す る と い う 自明の真理 を 強烈 に 再確認 さ せ
る D この雄大豪放な る 自然の 中 で人間の営みは謙虚 さ
を 失 っ て いない。 時間 が分刻みで価値 を 計算 さ れ て い
る よ う な生活か ら 離れ て ， 時間がや っ と自分の 手 に 戻
っ て 来 た 。
この 生活に はこの 生活でな け れば出来 な い仕事が あ
る 筈で あ る 。 ゆ っ く り とそ れとと り く んでみた い 。
「拝啓 00の候」
教養部講師 ；賓 口 倫
や っ と， 転勤の挨拶状の発送 を 終 え た 。 「拝啓 町の 私の頭に は， 出来合い の 文句だ け は避 け よ う と い う
どこか ら で も 望むことので き る 白銀の立山連峰は， こ 気が強 く あ っ たo 例 え ば，「拝啓 00の候皆様 に は益
とに 夕映 え に 輝 く と き ， 見 る 者の目 を 魅了 し ま す……」 々御清栄のことと御慶び申 し 上げ ま す」とい う 書 き 出
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し は ， どこか ら 見て も 非の打ち所がな く ， よ く 使われ
て い る 。 し か し ， これ程， 陳腐で、個性 に欠け， 従 っ て
出す 側の温かみが伝わ っ て こない 文 も なPo 大体， も
ら っ て も 嬉 し く ない であろ う 。 （被害妄想気味の私など
は ， 「 ま た ， 寄附か何か を 催促 し て き た のじゃないか し
ら ん」と余計な邪推 を し て ， 先 を 読む意欲 を 失っ て し
ま う か も ） 。 そ んなことだ け はイヤだと， 無い智恵 を 絞
っ た 結果 が， 悲 し い かな， 先程の 文であ る 。 こんな筈
ではなか っ た の に・・
考えて みれば， これ は単な る 形式的な挨拶状， し か
も ， た かだかそ の枕詞ではないか。 人間すべか ら く も
っ と素直 に な っ て ， 「拝啓 00の候」 に す べ き だ っ た
の だ 。
夕方， 帰宅して み る と葉書が一通 き て い た 。 今春某
大学に赴任 し たS君か ら の挨拶状であ っ た 。 官頭 を 見
て ， 私は思わず、ニヤリと し た 。 彼 も 素直で はなか っ た
の であ る D 「拝啓」す ら なか っ たo
Uber alien Gipfeln /1st Ruh, 
教養部三階の法学研究室に 初め て 案内 さ れ た と き ，
窓か ら 山 が見え る かど う か を 私は尋ねた 。 生憎 そ の日
は曇天で何 も 見えなか っ た が， 「ちょっと本部の建物 に
さ えぎ ら れ ま す が見え ま す」と い う 返事 がかえ っ て き
た 。 そ のことばの通 り ， 晴天 にな っ た 翌 日 の研究室の
窓か ら は 大学本部の彼方 に 薬師岳が， そ し て そ の左方
に立山， 続 い て 剣岳の鋭峰が三ノ窓， 小窓， 大窓の順
に切れこん で い る のが望見 さ れ た 。 富山大 に 赴任が決
ま っ た と き ， 研究室の窓か ら 立山連峰の見え る こと を
期待 し て い た私は， 望みが叶え ら れ て 小一時間 も 飽 き
も せ ず に眺め入 っ て し ま っ た 。
い ま はむか し ， 高岡高校へ入学 し た て の頃， 「山 々の
項 き に憩いあ り 一一一ゲーテ一一一Jと い う 詩句にひかれ
新任 ご挨拶
教養部助教授 駒 城 鎮
て山岳部 に 入 っ たD そ し て 歓迎登山と称 し て 5 月 の連
休 を 利用 し て 一部 は授業 も さぼ り ， 上市一一寸弄折一一
馬場島と強行軍 さ せ ら れ， 白萩川 を 遡行 し て 剣の 大窓
登翠 を し た の が30年 も 昔のことだ が， そ れ が昨 日 のこ
とのよ う に よみがえ っ て く る 。Uber allen Gipfeln/ 
Ist Ruh, はゲーテのWandrers Nachtlied の最初
の二行であ る が， 私は6月 の陽光の 中 に き ら き ら 光 っ
て い る 真畳の 山 々の項 き を 見て い る DWarte nur, 
balde I Ruhest du auch. とゲーテは 詩句 を 結んで、 い
る が， そ れは今の私 に はふ さ わ し く ない よ う に 思え る 。
Uber all en Gipfeln I Ist Wahrhei t こそ ， い ま の私
に はふ さ わ し い よ う に 思 う 。
トリチウム科学センター教授渡 辺 国 昭
新設のトリチウム科学セ ン ター に 5 月 1 日 付で着任
い た し ま し た 。 富山市 に 着 い た 日 は土砂降 り で し た が，
そ の 翌 々 日 はか ら り と晴れ上が り ， 意外な高 さ と広 さ
でアルプス連峰 が眼前 に展開 し 感激い た し ま し た 。 そ
の 日 か ら 早 く も 1 ヵ 月 余 がすぎ 富山市 に も よ う よ う な
れて き た ところで す 。 北陸地方で は夏の暑 さ も 冬の寒
さ も とも に厳 し いとのことです が， 私の 生 ま れ育ち は
静岡県（三島市 ） ， そ れ 以降は 北海道（主と し て 札幌 ）
住 い で し た ので当地の 夏 も 難な く すごせ る も のと思っ
て い ま し た 。 し か し この 1 ヵ 月 余の 経験か ら 推 し 測 る
と， この夏 を の り き る の がなかなかの大仕事 にな り そ
う です 。 幸い に も 当地は美酒と様 々な海産物 に めぐ ま
れて い ま す の で， そ の助 け を か り れば夏の暑 さ も 少 し
は薄 ら ぐ も のと思 っ て い ま す 。 富山大学着任以前 は北
海道大学工学部 に席 を お き ， 触媒化学， 表面科学等 に
関す る 研究 に 従事 し て き ま し た が， 今後 は主と し てト
リチウムと固体表面との相互作用 に 関す る 研究 を 行な
う 予定です 。 私の知 る 限 り で は ， この方面で は未知の
点が多 く ， や り がい のあ る 仕事 がで き る も のと喜ん で
い ま す 。 当セ ン ター は現在建設途次で実験 を 開始で き
る の は来年度か ら です が， そ れ ま で計画 を じ っ く り 練
り 息の 長 い 仕事 を し た いと思 っ て い ま す 。 とは言え何
分経験の浅い者 で す の で ， 諸先生 はじめ 皆様の御助力
を お願い申 し 上げ ま す。
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私の学生時代
去 る 五月 に 学位 を 取得 し た 際， 大学院の頃のエピソ
ード を 題材にとい う ことで、学園ニュース の編集委員の
方か ら の寄稿の お誘い が あ っ た D 学園ニュー ス の読者
層は 学生なので学生 を 意識 し て 書 く べ き なの だ が， 教
官のメイルボック ス に は必ずこの小冊子が届け ら れ る
ので， ニタニタ し なが ら 読ん で、い る 教官の顔 を 意識せ
ず に は書 き ょ う がない。
2年前にモス クワ及 び極北ウラルでオフイオライト
（海洋地殻とマ ン トルの岩石） 国際会議があ っ て そ れ
に参加す る 機会が与 え ら れ， 私は初め て の 外国 を いろ
んな意味で満喫 し た 。 富山 に 帰 っ て 女房 に そ の時の ス
ライドや思い出噺 を し た の だ が彼女は一向 に 無感動で
あ っ た 。 し か し そ れ は当た り 前のことで， 私自身， 自
分の 行 っ た ことのない国の風景 を 見せ ら れ て 興味 を 覚
え た ことは一度 も ないの だか ら 女房に感動 を 強要で き
る 立場 に なし凡で も おか し な も ので， 一度ロ ン ド ン の
郊外の風景やサ ン モリッツの夕暮れ を 楽 し ん だりす る
と， た と え ば 「松任谷由美のロ ン ド ン のアフタヌー ン
ティー絶讃論（週間ポ ス ト00月 号）」など を 退屈 し な
いで読め る か ら 不思議だ 。 そ れ は 松任谷由美に感動 し
て い る のでは全 く な く て ， 自分の思い出 を 楽 し んでい
る だ けなの だ。 私の感覚は一般の人全て の そ れと全 く
同じと信じて 疑 っ て いないので， 私の最近10年間の 生
活 を これか ら 振 り 返 る ことが， 研究生活の入口に 立 っ
たばか り の 学生達にウケ る よ う に は思われなPa だか
ら ， 印刷 に な っ た この小冊子 を みて 私一人， 思い出 を
懐 し むこと に し よ う 。
1971年4 月， 私は徳島大学教育学部で卒業研究 を 始
め た 。 そ れ は約3億年前 に で き た 古太平洋海洋地殻が
四国の 山奥 に あ る かど う か を 調べ る とい う 内容の も の
であ っ た 。 小学校入学以来大学3年生 ま で、ず、 っと受 け
身の勉強に 甘んじて き た 私 に と っ て そ の作業は自動車
学校とは違 っ た 部分 が大学に は あ る とい う 証 し に な っ
たo
トリチウムと
教育学部助手 丸 山 茂 徳
金沢大学理学部での2年間は， 通算約2か 月 を 下宿
で眠っ た だ けで野外調査と実験室で残 り の22か月 を 過
ご し た 。 そ の頃， 活字 に な っ た も の は全て 正 し いとい
う 錯覚 を 自分 が持 っ て いた こと に 気付 き ， 他人の論文
は全て 誤 っ て い る のではないかとい う 感覚の必要性に
気付いたo
名古屋大学理学部での3年間 に私はついにコ ン クリ
ートの上の人 に な っ て し ま っ た 。 疲れて 身体と頭が働
かな く な っ た ら ， 研究室の机の 下で新聞紙一枚敷いて，
そ の上で暮 ら し たD そ の3年間は， 実験・調査す る 能
力とは別の書 く 能力 に 苦 し め ら れ た 期間で も あ っ た 。
（勿論， 今後 も 苦 し め ら れ続 け る だ ろ う ） 。 夜明前後，
とぼとぼと下宿 に た ま に帰 る 道端に漂っていた樹木の
強い芳香と喜々と し た ス ズメの さ え ず り が妙に強 く 印
象と し て 残 っ て い る 。
以上 が私の学生時代の あ ら ま し で あ る 。 私は そ の あ
と富山大学教育学部 に 赴任 し た 。 理科とい う 教科の 担
う 目的と し て 「生徒が生徒自身の 手で自然界の 中か ら
問題 を 発見 し ， 解決す る 実験 を 工夫 し ， 実験結果か ら
生徒自身 が法則性 を 発見す る 」とい う ことが あ る 。 こ
の思考プロセ ス は自然科学者の そ れと何 ら 違わない。
この目的自体は 結構なのであ る が， lつの重要な問題
は 教師の卵であ る 学生側に あ る 。 現在の 教育制度は小
学校か ら 大学3年 ま では学生 に と っ て 受 け身にな ら ざ
る を 得ない部分 を 多 く 含んでい る 口 大学4年生の たっ
た 1 年聞が， く し く も 理科教育の目的 を自分で体験で
き る （卒論） わずかな時間で あ る こと を 学生は も っ と
強 く 認識すべ き ではなかろ う か。 研究 し た ことのない
人間が研究プロセス を 教 え る の は丁度， 失恋したこと
のない人聞が， 失恋の辛 さ を 解説す る のと閉じであ る 。
大学 を 卒業 し た ら 40年間ず、っ と， よ く 似た作業を繰 り
返す の だ か ら ， そ の直前の大学生活の時間の短 さ を ，
も っ と深刻 に 考 え て みて はど う だ ろ う 。
トリチウム科学セ ン ター長
トリチウム科学センター 竹 内 豊三郎
水素原子に は3種の同位体があ っ て ， 軽水素（フ。ロ チウム），重水素（デゥテリウム），三重水素（トリチウ
9ー
ム） と よばれ， そ れ ら をiH, 2H, sH ま たはP, D, 
Tの記号で表わ し て いる。 原子の核は陽子とこれと質
量が殆んど等 し い 中性子か ら 構成 さ れ て いるか ら ， つ
ぎ に 示す よ う に3種の水素の同位体の核の質量は 1 ,
2, 3と な る，。こ、で⑦は陽子 を ， Oは 中性子 を 表わ
し て いる。
① 似コ
句テ
iH （軽水素） 2H （重水素） aH （トリチウム）
よ う な 反応が開始するため に は最初 に 核 を 極め て 高 い
温度で励起 さ せる必要 がある。 陽子同志の反応では，
100億度， 重水 素同志ではlα意、度と い う とて つ も な い
高い温度である。 この よ う な 温度でのガスの状態 を プ
ラズマ と 呼んで、いる。 現在でのプラズマの到達温度 は
3000～5000万度であるか ら 目標か ら ま だ遠い。そ こで
よ り 低い温度で、可能な 反応と し て 重水素とトリチウム
同志の反応が取 り 上げ ら れること に な っ た o この反応
の励起温度は 1 億度前後である。
水素に この よ う な 同位体の存在する可能性はイギリ 鉛＋ザ → や＋ 0 + 17.6Mev 
スのラザフード ら に よ っ て 予言 さ れ， 5 年後 にアメリ 重水素 卜リチウム 4－ヘリウム 中性子 エネルギー
カの若い物理学者ユリー に よ り 重水素の存在が実証 さ
れてノーベル賞がアメリカに渡った。 天然の水素には約
1/5000の重水素が混 っ て いる。 トリチウムの方は天然
に見出せ な か っ たので， ラサフォード一派は高いエネ
ルギー に 加速 し た重水素同志の反応か ら 人工的に 作 り
出 し た。 この同位体はβ線 を 放出 し て 12年余 り の 半減
期でヘリウムの同位体3Helこ変わ っ て し ま う 不安定な
も のである。
ザ ー→ 句？ ＋ β線
トリチウム 3－ヘリウム 電 子
このようなことからトリチウムは地球が誕生した頃
には存在したであろつが壊変してしまったものと思わ
れる。
宇宙の始ま り は陽子や中性子の集団でこれ ら が高い
密度 に な ると衝突 し 合う機会が大 き く な り ， そ の 結果
核同志の融合 が起こ り 重水素やヘリウムの核 に な り ，
さ ら に融合 に よる核の増大で炭素や酸素 な ど に な る。
核同志の融合 に際 し 質量のわづか な 減少が起こる。 こ
の減少した分か核力やエネルギーに変わる。 このことは
質量の欠損とエネルギーとの関係式として
アインシュ
タ
イ ン に よ っ て 見出 さ れ た 有名 な 法則であ る。 1 グラム
の陽子か ら 核融合 に よ っ て ヘリウムが出 来ると108 K 
calの熱 を 放出 する。 これ は石油l万リットルの燃焼
熱 に相当する。 太陽では 1 秒間 に 6億ト ン のプロト ン
の核融合 が起こ り ， 重水素が生成 さ れ て いるといわれ
て いる。
も し 地球上で水素の核融合 を 起こすことが出 来 れば
そ の資源の豊富 さ か ら 人類はエネルギーの 問題か ら 半
永久的に解放 さ れたとい え そ う で あ る。
現在， アメリカ， ソビエット， ヨーロッパの各国で
はこのような意図による研究が進められているが日本
ではプラズマの研究にのみに力を注ぎ燃料のトリチウ
ムについては無視されていた。
トリチウムは現在リチウムの同位体6Liに 中性子 を
照射すること に よ っ て 作 ら れる。
都 ＋ 0 →ザ ＋令
6ーリチウム 中性子 トリチウム 4ーヘリウム
リチウムは鉱石， 献湖， 海水 な ど含 ま れて いる。 天
然 に はeuと7Liとが7対93の割合で存在する。 eu
をどの よ う に 経済的に 分離するか も 問題のひとつであ
る。
トリチウムはβ線 を 放出 し て3He にかわる が， この
β線のエネルギーは放射性物質の う ち最 も 弱い も の で
そ の最大値は18KeVであるか ら 空気中約lcmで、消失 し
て し ま う。 ウラ ン やプルトニウムの核分烈の灰の持つ
エネルギー に較べ れば問題 に な ら な い程の値である。
トリチウムは水素と同じ化学的性質 を も っ て いるか
ら 水素の 化合物と同じ化合物 を トリチウムで作ること
が出 来る。 し か し ヘリウム に壊変するか ら 壊変と同時
に そ の 化合物 はこわれて 外の物質 に な るD どの よ う な
物質に変わるか に つ い て はわずか し かわかっ て い な い 。
トリチウムは通常の水素の3倍の質量 があるため，
反応の速 さ は非常に遅い， このこと を 同位体効果とよ
んでいるが， そ の 度合 い は反応 に よ っ て 著じい差があ
る。
物質 を 透過する速度 も 通常の水素とはちが う 。 透過
核融合 に よ り 莫大 な エネルギー が発生するが， この の途中 にヘリウム に 変化 し て 定着する と そ の材質も 変
- 1 0-
化す る 。 ま た ， ト リチウムのβ線のエネルギー に よ っ
て 誘発 さ れ る 化学反応の種類 や機作 も ま だわずかしか
わかって いなPo ト リチウムが水の状態 に な っ て 動物
や植物 に吸収 さ れ たと き の各機関 に 対す る 影響 も ま だ
明白でない の が 現状で あ る 。
昭和31年， 私達の研究室でト リチウムの弱いF線の
測定 が始 ま り ， わが国でのト リチウム研究の歴史の 始
ま り となっ た 。 そ れ 以来ト リチウムの反応性， 金属へ
＝＝一 学 部 だ よ り ＝＝ー
の吸着や透過性， ト リチウムの捕獲 や， 濃縮などの研
究 を進め て 来た口 も し 核融合 を 新 し いエネルギー源 と
し て 開発 し よ う と す る な ら ば， わが国で は ま ずト リチ
ウムそ の も のの 物理， 化学， 生物学の領域に お け る 基
礎的データ を集積 し ， そ の特性 を充分明か に し て お く
こと が安全性の 点か ら も 極め て 重要であ る 。 この よ う
な目的と大 き な使命 を富山大学のト リチウム科学セ ン
ターは措っ て い る と い え る 口
． 人 文 学 部 一一一 日本民族学会第19図研究大会行われる一一一
5月 17 日 （上）， 18 日 （日）の両日 ， 日 本民族学会第19回研 を迎え 成功 に終わ っ た 。 ま た， 研究発表のほか に公開
究大会が， 教養部 を 会場 に借りて 開催 さ れ たo昭和54 記念講演会が5月 17 日 に電気ピル， 5階大ホールで開
年 に 文化人類学研究室が新設 さ れ たこ と に よ り 富山大 かれ た 。 京都 大学名誉教授今西錦司博士の 「人類の進
学が当番校となった も の だ が， 人文学部 を はじめ他学 化」 と 題す る 講演が行われ， これ に は一般市民 をふ く
部の先生方の応援 を 受け， 全国か ら 約 250名の 参加者 む約 500名の聴衆が参加 し た 。
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・学 生 部 だ よ り
第32回北陸四大学学生総合体育大会が， 金沢大学， 北陸四大学学生体育競技連盟の主催で， 7 月 13 日（日） を 中心
に 別記会場で開催 さ れ ま す 。
4・ 目
陸上餓技 男・女
野 球 男
庭 Eま 男・女
軟式庭疎 ,, 
監事 2事 ,, 
1（ドミント ン � 
バレーポール � 
サ ッ カ ー 男
ラ グ ピ ー
フットボール 4包
責lj i且 男・女
柔 進 男
パスケッ ト 男・女ポ ー ル
水 tホ φ 
ヨ 1 ト � 
準硬式野Eま 男
ハン ドポール 4・
空 手 進 a・
弓 i草 男・女
｛事 操 .. 
自 動 車 4・
創作舞踊 男・女
小林寺挙法 男
合 気 通 男・女
期 日
7月13日
7月13日（雨天の場
合14日まで順延 ）
7月
（
11日．
延
の渇
： 2
含
日． 13 
臼 雨天 l主14
日まで順
7月13日（雨天の掲
合は14日まで順延 ）
7月13日
7月1 2日
7月13日
7·月13日
6月 29日. 7月1 2日，
7月13日
6月 29日. 7月6日．
7月13日
7月13日
7月6日
7月13日
。
7月12日＇ 13日
7月13日 （雨天の渇
合14日まで順延）
7月13日
争
争
.. 
ー
7月1 2日
4砂
,, 
開始時間
10: 00 
9: ()() 
� 
,, 
10: 00 
10: ()() 
9: ()() 
10: 00 
,, 
lC（沿
9: ()() 
10: ()() 
� 
9: 00 
� 
4砂
10: 00 
,, 
9: 00 
10パ）（）
7: 00 
14: 00 
13: ()() 
.. 
競 技 日 程
銭 t童 会 均
金沢市営陸上続投楊
電電公社野涼湖
石川県筆六園コート
金沢大学小将町コート
石川県禁六園コート
金沢大学附属小・中学
綬体育館
金沢大学小立野体育館
石川県体育館
金沢大学滅内グランド
,, 
石川県立武道館剣道渇
金沢大学小体育館
石川県体育館
松任若宮健民プール
七 尾 湾
金沢大学野主事局
金沢美術工芸大学
体育館
金沢大学小体育館
石川県立武道館弓道湖
金沢大学大体育館
�t鉄自動車学綬
金大沢大学学生会館
ホール
金沢大学大体育館
金沢大学小体育館
鏡 技 方 法 及 ぴ 種 目
男子（トラック） 1(蜘. 200m. 400m, 800m, l,SOOm, 5，〔削m.llOm H, 400m H 
3
走
．α
巾
m
跳
m'SC, 400m R, 1,600m R 
(7 イルド） 三段跳， 走高跳， 俸高跳， 円
l H
鍵
．
投
4(
， 砲丸投． 槍投． ハンマ一役
女子（トラック） lOOm . 200m . 400m , 800m , lOOm , 00m R 
（フィルド） 走巾銚， 走高跳． 円盤投． 砲丸投， 槍役
リーグ戦
団体（リーグ戦） ｜男子4複7単
女子2纏3単
団体（点取りリーグ） ｜男子5チーム 9セット 個人（トーナメント＞ I 男子15チーム以内内
9
9
セ
セ
ッ
ッ
ト
女子3チーム 9セyト 女子10チーム以 ト
団体（リーグ戦） l男女
子
子�複複� 単単 個人トーナメント （シングルス のみ） ｜ 男 女子子i� 名 名以 以内内
団体（点取りリーグ） ｜男子3複4単個人（トーナメント） ｜シングルス男子1 2名以内女子10名以内女子 2複3単 ダプルス男子6組以内女子5組以内
トーナメント戦 3位決定戦 3セット
リーグ戦
リーグ戦 （未決定 のときはヲl分け） （35-5-35)
団体（点取りリーグ） ！男子11名以内｛登録は15名以内） 個人（トーナメント） ｜ 男子10名以内女子5名以内 （登録1:. 7名以内） 女子5名以内
団体（点取りトーナメント）3位決定戦 13名 個人（トーナメント） 6名以内
トーナメン卜戦 3位決定戦
男子 自 由 形
泳
lOOm . 200m . 400m . 800m 女子 自 由 形lOOm . 200m • 400m 
背 l〔蜘1,200m 情 泳lOOm.200m 
平 泳lOOm.200m 平 泳lOOm.200m 
パタ7ライlOOm, 200m パタ7ライ SOm. lOOm 
メドレリレー 400m メドレーリレー400m
リ レ 2ー00m.800m リ レ ーzoom. 400m 
個人メドレ 2ー00m 個人メドレー 200m
総合と種目別（ スナイプ， 470級） スナイプ級 2健制． 470級 3’U•J 
トーナメント戦 3位決定戦
トーナメント戦 3位決定戦
団体 自由組手 （5＠） リーグ戦
個人 自由組手各校4名以内 2分1本勝負（引分け の時2分延 長後判定）トーナメント戦
団体 ｜ 男子·� 名 （ 1人20射針160射） 四ツ矢5回 個人団体戦出h局者および男 女8名女子 名（ 1人20射針80射） (20射中的中敏 の多い者）
男子 床E転運動鋤．
，
鞍馬．
平
平行
行締梅
，
．
平
均吊鎗台．． 跳馬． 鉄線女子 連 段違 ， 跳馬
(1) I径四鎗（5印cc以下）
フイギアレース (2）小型トラック｛ナンバーキャプオーバータイプ｝団体各組目に2名13）小型乗用車 個人各種目出湯者 2名以内
141 普通乗用車
公開演伐
公開演武（団体演武． 組演武， 個人乱捕リーグ戦）
公開演武． 組演武
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昭和55年度富山大学都道府県別入学者数調
昭和55年s n i u現在
都道府県
学部 人 文 教 育 経 済 f里 工 計（%）
�t 海 道 4 2 6 ( 0.5) 
育 森
岩 手
Id 城
秋 田
山 形 1 1 ( 0 .1) 
福 島 2 3 ( 0.3) 
茨 城 2 3 ( 0.3) 
栃 木
群 。馬 2 2 5 ( 0.4) 
埼 玉 1 2 ( 0.2) 
千 葉 1 2 ( 0.2) 
東 Jj!. 2 6 9 ( 0.8) 
神 三n文、 Jll 2 4 ( 0.3) 
新 j潟 2 2 12 ( 1.0) 
富 山 102 199 150 68 142 661 (55.8) 
石 Jll 24 30 39 30 63 186 (15. 7) 
福 弁 5 4 22 9 8 48 ( 4 .1) 
山 梨 2 2 4 ( 0.3) 
長 里子 3 2 5 3 13 ( 1. ll 
山支 阜 5 2 19 11 30 67 ( 5.7) 
静 岡 2 4 7 ( 0.6) 
愛 実日 4 30 15 19 69 ( 5.8) 
ー．． 重 4 2 6 ( 0.5) 
滋 賀 2 2 5 3 7 19 ( 1.6) 
』it 何i 1 1 2 ( 0.2) 
大 I!& 4 7 15 26 ( 2.2) 
兵 庫 6 4 11 ( 0.9) 
て庁’ で、 良 2 1 5 (QA) 
平日 専大 llJ 1 ( 0. l) 
，鳥 取
島 キ艮 1 ( 0.1) 
岡 山 3 3 ( 0.3) 
広 島 1 2 ( 0.2) 
山 仁1 1 ( 0 .1) 
1怠 島
香 JI I 
愛 媛 1 ( 0 .1) 
高 先日
福 岡 1 ( 0 .1) 
｛主 賀 2 ( 0.2) 
長 崎
貴島 本
大 ,_,..., 
，品.. 崎 1 ( 0 .1) 
鹿 ？と 島
車砲 1 1 ( 0 .1) 
J十 16〔） 240 300 180 305 1185 
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学部
文理学
部
教
育
字
音E
語
部
学
工
字
昔日
項目
子
手ヰ ’性 別課
程
文 字 科
E里 字 科
計
小学成
校 教員
養 課 程
養中学成校課教程
員
養護
成
学校教員
養 課 程
幼稚園教員
養 成 課 程
計
経 済 学 科
経 営 学 科
計
電 気 工 学 科
工 業 化 学 科
金 属工 学 科
機 械 工 学 科
生産機械 工学科
化 学工 学 科
電 子工 学 科
計
ムロ 計
昭和54年度 卒業生進路（就職）状況
昭和55年 5 月 1日現在
就 職 希 就職不希 未 就 職
卒業 者 数 就職者 数 就職率（%）
望 者 数 望 者 数 者 数
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
32 48 24 43 8 5 23 41  1 2 96 95 
91 39 65 34 26 5 57 28 8 6 88 82 
123 87 89 77 34 10 80 69 9 8 90 90 
20 117 20 116 。 18 108 2 8 90 93 
15  29 14 29 1 。 14 24 。 5 100 83 
3 19 3 1 9  。 。 2 1 8  67 95 
。 26 。 26 。 。 。 25 。
｜／ 
96 
38 191 37 190 34 175 3 1 5  92 92 
106 1 99 。 7 99 。 。 。 100 100 
107 5 102 5 5 。 102 5 。 。 100 100 
213 6 201 5 12 1 201 5 。 。 100 100 
48 。 45 。 3 。 45 。 。 。 100 ／ 
36 2 28 2 8 。 28 2 。 。 100 100 
31 。 24 。 7 。 24 。 。 。 100 
レ
／
46 。 43 。 3 。 43 。 。 。 100 
／ 
46 。 45 。 1 。 45 。 。 。 100 
／ 
31 1 25 6 。 25 。 。 100 100 
34 29 5 。 29 。 。 100 100 
272 4 239 4 33 。 239 4 。 。 100 100 
646 288 566 276 80 12 554 253 12 23 98 90 
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産 業 別 就 職 状 況
昭和55年 5 月 1 日 現在
産
＝
業別
ミミミご一一～～一～一～J三墜重別
文理宇部 教育学部 経済学部 工 学 部 Zロ� 計
男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計
建 設 業 。 1 。 。 。 9 。 9 6 。 6 15 1 16 
食 料 品 ・ た ば こ 製 造 業 。 1 1 。 。 。 3 。 3 2 。 2 5 1 6 
繊 維 工 業 。 。 。 。 。 。 。 。 。 9 。 9 9 。 9 
第 衣類 ・ そ の他の繊維製 品
。 。 。 。 。 。 4 。 4 。 。 。 4 。 4 
出 版 ・ 印 刷 同 関 連 産 業 。 。 。 。 。 。 4 。 4 。 。 。 4 。 4 
製 化 字 工 業 6 7 13  。 。 。 9 。 9 17 1 18 32 8 40 一
鉄 鋼 業 。 。 。 。 。 。 1 。 4 。 4 5 。 5 
次 造 非 鉄 金 属 製 造 業 。 。 。 。 2 。 2 1 1  。 1 1  14 。 14 
金 属 製 品 製 造 業 。 1 。 。 。 7 。 7 19 。 19 26 27 
産 一 般 機 械 器 具 。 。 。 。 。 。 7 。 7 27 。 27 34 。 34 
業
電 気 機 械 器 具 2 3 5 。 。 。 9 。 9 41 1 42 52 4 56 
業 輸 送 用 機 械 器 具 。 3 3 。 。 。 5 。 5 13 。 13 18 3 21 
精 密 機 械 器 具 2 。 。 。 。 。 。 5 。 5 6 1 7 
そ の 他 の 製 造 業 。 。 。 2 5 7 6 1 7 20 1 21  28 7 35 
計 10 17 27 2 5 7 66 1 67 174 3 177 252 26 278 
売t即 長P 7τt 業 6 3 9 。 。 。 10 。 10 10 。 10 26 3 29 
実 j'亡� 業 5 2 7 。 。 。 13 14 4 。 4 22 3 25 
童保険
業
銀 行 ・ 信 託 業 。 。 。 。 。 。 32 。 32 。 。 。 32 。 32 
証 券 業 ・ 商 品 取 引 業 2 3 。 。 。 5 。 5 。 。 。 6 2 8 
第 保 険 業
。 。 。 。 。 。 12 。 12 1 。 1 13  。 13  
そ の 他 の 金融 ・ 保 険業 。 。 。 。 。 。 12 。 12 。 。 。 12 。 12 
一
語審 運 輸 業
4 。 4 。 。 。 3 4 4 。 4 1 1  12 
通 業 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
次 電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 業 。 。 。 。 。 。 4 。 4 9 。 9 13 。 13 
医 療 イ呆 険 業 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
産 サ 法 務 。 1 1 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 1 1 
ピ 教 育 32 29 61  32 157 189 。 。 。 2 65 187 252 
業 ス 非 営 利 的 団 体 2 。 2 。 。 。 5 。 5 2 。 2 9 業 。 9 
そ の 他 の サ ー ビ ス 業 15 9 24 。 。 。 14 1 15  7 。 7 36 10 46 
務公
国 家 事 務 。 5 5 。 。 。 8 9 5 。 5 13 6 19 
地 方 事 務 4 5 。 9 9 16 。 16 14 。 14 34 10 44 
計 69 54 123 32 166 198 134 4 138 57 1 58 292 223 515 
上 記 以 外 の も の 。 。 4 4 。 1 8 。 8 10 4 14 
ムロ 計 80 69 149 34 175 209 201 5 206 239 4 243 554 253 807 
- 1 5ー
学生教育研究災害傷害保険の一部改正 について
は， 富 山大学学生守則 に よ っ て 団体結成届 を 提
出 す る こ と に な っ て い ま す か ら ， 末提出 の 団体
等は， こ れ を 機 に 所定の 手続 き を 終 え て く だ さ
m . 支払保険金の種類等
議T
正 課 中 キ ャ ン パ ス 内 の
学校主催 の 行事中 課外活動中
死 亡 1 . 200万 円 200万円
後 遺 障 害 54 万 円 ～ 1 .800万 円 9 万円 ～ 300万円
医 療 4 日 以上 の 治療事故 に 1 ヵ 月 以上 の 治療事故 に6 . 000円 一 30万円 5 万円 ～ 30万円
入院（ 日 額 ） 4 , 000円 4 . 000円
（ 注） 課外活動 中 の 事故 に つ い て は， 治療 1 ヵ 月 未
満の も の は対象 に な っ て い ま せ ん 。
そ の他， こ の保険 に 関す る 詳細 に つ い て は ， 別
に 配布 さ れ る 「学生教育研究 災害傷害保険の し お
り 」 を 参照 し て く だ さ い 。
※ 
「学生教育研究災害傷害保険」 は， 昭和51 年度 か ら ，
学生 の教育研究災害 に 対す る 補償制度 と し て 発足 し た
も の で， 従来， 大学の 「正課 中 の 災害事故」 を 主 と し
て 担保範囲 と し て き た も の です が， 今回の改正 に よ り ，
一定の条件が満た さ れ た場合 に は 「課外活動の 事故」
につ い て も ， あ ら た に 担保範囲 と し て 加 え ら れ る こ と
に な り ま し た 。
I . 改善の時期
本年 5 月 1 日 以後発生 し た傷害 に 対 し ， 適用 さ れ
ま す。
II . 改善の主 な内容
( 1 )  「正課中」 の範囲 の拡大
(2) 「学校主催行事中 」 の範囲の拡大
(3 )  「キ ャ ン パ ス 内の 課外活動中」 課外活動 と
は ， 大学の 規則 又 は こ れ に 準ず る も の に則 っ た
所定の 手続 き に よ り ， 大学の認め た 学内学生団
体の 管理下で行 う 文化活動及 び体育活動 を い う
一ー と 定義付 け ら れ て い ま す の で， 本学の場合
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